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圧 剤 にて コ ン トロ ール され て い た。 初 診 時
132/70mmHgであった。
　現病歴:72歳の時に上下無歯顎 とな り,そ れ
以来総義歯を使用 していた。現在使用の義歯は3
年前に新製作 した。1か 月前より粘膜疼痛を繰 り
返 していたが歯科受診せずに我慢 していた。
　現症:両 側オ トガイ孔付近へ 日常的に粘膜疼痛
を認めた。
　口腔内所見:上 下 ともに顎堤の吸収が著 し,下
顎前歯部顎堤は棘状形態を呈 していた(写 真1）。


























め られた(写 真4)。このためインプラン ト植立
位置は歯槽頂部位よりも口腔底側 に設定 し,十分
な骨量 が存在す る方向へ植立す ることと した。
CTの計測 によれば,下顎左右2番 相当部には垂
直的に20mm以上,水 平的に7mm以 上の骨量を
計測 した(写 真5)。骨量の安定 した部位へ直径
3.7mm,内長10mmのインプラン ト(POI-EXR;
㈱京セラメディカル)を2本 植立 した(写真6)。
3.7mmとい う直径により,イ ンプラン ト周 囲へ
全周2mm以 上の既存骨保存 を得 ることができた。
初期固定は植立時の トルク値で20Nを示 した。
　 オッセオインテグレーシ ョン獲得のために3か
月の免荷期間後,粘 膜下のインプラン ト体に対 し
二次手術 を行い,粘 膜治癒 を待った。その後に義
歯製作 に準 じた印象採得,顎 位 の決定 を経て ロ
ケ ー ター タイ プア タ ッチ メ ン ト(keratorR;
DAE　KWANG　IDM　CO.　LTD.　South　Korea)を
用いたIODを装着 した(写 真7)。












で,患 者の年齢を考慮 して も十分なホームケアが
行われている。Grunderら1)は,インプラン ト周
囲には2mm以 上の健全硬組織 を確保す るべきと
提唱 している。この数値 を参考にして,イ ンプラ
ン ト径を決定している。特に水平的な骨量はイン
プラン ト体の生存率に影響することもあるため,
正確 な診査 が必要で ある2)。エ ックス線 による
チェックはガイ ドライン3)に従い必要最低限の確






インプラン トの埋入本数,長 さが制限 され,さ ら
には年齢,身 体,精 神,経 済的理由により固定性
補綴物が適用できない場合 もある。すでに総義歯
を使用している患者は義歯 によるオーラル リハ ビ
リテーシ ョンが済 んでい るため,IODへの移行
は容易である。




では,年 齢が高 くなるに従い,審 美性,清 掃性の
理由からIODを選択するとの報告 している。
　Brennanら5)は,6年以上 インプラン ト補綴物
を使 用 した無歯顎患者62人に対 し,固 定式,可
撤式の満足度を比較 している。ともに高い満足度
















ルな形で患者の要求に応 え,セ ルフケア,プ ロケ
アにも十分対応することがで きた。
　 2.ア タッチメン トの選択について
　上部構造部分のアタッチメン トは磁性アタッチ
メン ト,ドル ダーバ ー,O-リング,な ど種類 は
豊富である。選択基準は義歯の維持,把 持,支 持
の三要素 を考慮することになる。無歯顎患者 の














　患者 は81歳の高齢で ある。年齢 を考慮すれば
将来介護 によるケアも念頭に入れ る必要がある。
仮にセルフケアが困難となった際にはインプラン
ト体 を顎堤内へス リープさせ る必要がある。その
ため今回はアバ ッ トメン トまで一体型の1ピ ース
タイプインプ ラン トではな く,術 者可撤式のア
バ ッ トメントを装着可能な2ピ ースタイプインプ
ラン ト選択 した。世界的に見れば,す でに国民保
険で無歯顎のIODを認めている国もある7)。これ
らのシステムは2ピ ースがほとんどである。もち
ろん高齢者の範疇に入 らない患者に対 して も,将
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